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未来に貢献する、木づかい
　平成 17 年度、京都議定書の目標達成を契機に始まった木づかい運動も、今年で 14 年目。木づかい
運動により地域材を利用することは、地球温暖化防止への貢献、持続可能な森林資源の活用、山への還
元、地域の産業の活性化等、様々な面において効果をもたらします。
　木材を利用することで、日本の森林や地球環境のことを意識してもらうよう進めてきた木づかい運動
ですが、最近では、地球環境に加え、社会貢献などにも配慮したモノやサービスを積極的に利用する

「エシカル消費」という言葉も耳にするようになりました。また、2017 年 5 月の「合法伐採木材等の
流通及び利用の促進に関する法律（クリーンウッド法）」施行以来、木材の由来や合法性に配慮するこ
とへの社会的な関心も高まっています。本稿では、これからの木づかいの取組に向け、「エシカル消費」
をキーワードに、素材としての木材の利用や、地域材のＰＲについて考えてみたいと思います。

Ⅰ （一社）more trees のつみき／Ⅱ ㈱ワイス・ワイスのクヌギ材家具／Ⅲ ㈱イトーキによるオフィスの木質化
Ⅳ ウッドソリューション・ネットワークが取材を行った木のオフィス

Ⅰ

Ⅱ Ⅲ Ⅳ撮影：浅川 敏
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エ
シ
カ
ル
消
費
と
い
う
言
葉
を
、
最

近
聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
。

エ
シ
カ
ル
消
費
は
元
々
、
英
語
の

ethical

か
ら
来
て
お
り
、
直
訳
す
る

と
倫
理
的
な
消
費
、
と
い
う
意
味
で
す
。
一

言
で
い
う
と
、
私
た
ち
が
生
活
す
る
上
で
、

日
々
消
費
す
る
様
々
な
も
の
の
背
景
を
考
え

よ
う
と
い
う
こ
と
。
例
え
ば
、
一
つ
の
も
の

が
作
ら
れ
る
過
程
で
、
環
境
や
社
会
へ
の
配

慮
が
な
さ
れ
て
い
る
か
、
例
え
ば
生
産
地
の

自
然
環
境
や
生
態
系
・
動
植
物
へ
の
配
慮
、

生
産
に
携
わ
る
人
々
の
働
き
方
や
生
活
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
か
、
持
続
可

能
な
資
源
利
用
に
繋
が
っ
て
い
る
か
と
い
っ

た
こ
と
に
関
心
を
持
ち
、
考
え
て
消
費
を
し

よ
う
と
い
う
動
き
で
す
。

国
内
の
森
林
は
、
戦
後
に
植
栽
し
た

人
工
林
を
中
心
に
森
林
資
源
が
充
実

し
て
き
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
生
き
て
い
く
上
で
、
森
林

資
源
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、
生
物
多

エ
シ
カ
ル
消
費
と

木
材
利
用

山
口 

真
奈
美 
氏

（
一
般
社
団
法
人
日
本
エ
シ
カ
ル

推
進
協
議
会 
副
会
長 
理
事
、
株

式
会
社
Ｆ
Ｅ
Ｍ　
代
表
取
締
役
）

様
性
に
配
慮
し
、
資
源
を
保
全
し
な
が
ら

持
続
可
能
な
形
で
使
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
様
々
な
形
の
人
間
の
活
動
に
よ
り
、

貴
重
な
原
生
林
や
、
そ
こ
に
棲
む
動
植
物
の

命
が
、
今
も
な
お
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
が
、

地
域
材
を
利
用
す
る
木
づ
か
い
運
動
の
考
え

方
は
、
特
に
海
外
で
問
題
視
さ
れ
て
い
る
違

法
伐
採
材
を
使
う
リ
ス
ク
を
避
け
、
貴
重
な

森
を
保
全
し
つ
つ
、
日
本
で
は
伐
期
を
迎
え

た
森
林
の
木
材
を
使
う
こ
と
で
森
林
整
備
に

つ
な
が
る
と
い
う
、
２
つ
の
利
点
が
あ
る
で

し
ょ
う
。
適
切
に
管
理
さ
れ
た
森
林
か
ら
の

木
材
を
利
用
す
る
こ
と
や
、
地
域
材
の
利
用
、

伝
統
工
芸
等
を
通
じ
て
地
域
の
産
業
や
雇
用

に
貢
献
す
る
、
と
い
う
点
で
も
、
エ
シ
カ
ル

消
費
に
繋
が
る
動
き
が
期
待
出
来
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
が
施
行
さ
れ
て

１
年
が
経
ち
ま
し
た
。

木
材
の
よ
う
に
、
消
費
者
の
手
に
届

く
ま
で
に
加
工
さ
れ
、
姿
形
が
変
わ

る
物
品
は
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
（
追
跡
可

能
性
）が
不
明
確
に
な
り
が
ち
で
す
。
ク
リ
ー

ン
ウ
ッ
ド
法
は
国
と
し
て
合
法
的
に
伐
採
さ

れ
た
木
材
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
を
明
確

に
示
し
た
と
い
う
点
で
、
木
材
の
エ
シ
カ
ル

消
費
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
動
き
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
森
林
認
証
材
や
合
法
伐
採

木
材
の
利
用
を
通
じ
て
、
責
任
あ
る
調
達
が

更
に
広
が
り
、
エ
シ
カ
ル
購
入
と
消
費
の
実

践
が
、
当
然
な
社
会
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　
日
本
エ
シ
カ
ル
推
進
協
議
会
副
会
長

の
山
口
様
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　2017年 5月に施行された、「合法伐採木材等の流通及
び利用の促進に関する法律」（通称：クリーンウッド法）は、
合法伐採木材等の利用を強く推進する法律です。
　政府はこれまで、グリーン購入法に基づく政府調達にお
いて、合法性が証明された木材・木材製品の調達を推進して
きましたが、クリーンウッド法はこうした取組を政府だけ
でなく、民間の調達まで拡大する仕組みです。このため、木材

関連事業者に対し、取り扱う木材等について、木材が伐採さ
れた国の法令に適合して伐採されたことの確認（合法性の
確認）を促し、一般事業者は、合法性の確認ができた木材等の
利用に努めることとしています。また、本法に基づく合法性
の確認等の取組を適切かつ確実に行う木材関連事業者は登
録実施機関に登録することができます。8月31日時点で登録
件数は131件となり、本法の取組は着々と進んでいます。

木材の合法性

ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
に
お
け
る

木
材
関
連
事
業
者
の
範
囲
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株
式
会
社
イ
ト
ー
キ

（
日
本
エ
シ
カ
ル
推
進
協
議
会
に
加
盟
。
各
地
の
地
域
材
を

活
用
し
た
家
具
（Econifa
シ
リ
ー
ズ
）
の
制
作
や
持
続
可

能
な
社
会
の
実
現
等
に
貢
献
す
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
等
に
取
組
）

株
式
会
社
ワ
イ
ス
・
ワ
イ
ス

（
東
日
本
大
震
災
後
の
復
興
支
援
を
き
っ
か
け
と

し
た
ス
ギ
材
家
具
「
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ａ
」
を

は
じ
め
、
様
々
な
地
域
材
を
活
用
し
た
製
品
を
展

開
。
２
０
１
８
年
７
月
に
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
に

基
づ
く
木
材
関
連
事
業
者
と
し
て
登
録
）

積
水
ハ
ウ
ス
株
式
会
社

（
独
自
の
「
木
材
調
達
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

２
０
０
７
年
に
策
定
。
国
内
か
ら
の
木
材
調
達
に

積
極
的
に
取
り
組
む
。
２
０
１
８
年
３
月
に
は
ク

リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
に
基
づ
く
木
材
関
連
事
業
者

と
し
て
登
録
）

企
業
の
取
組

　

近
年
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
は
、
条
約
や

法
規
以
外
に
も
、
規
格
や
認
証
等
の
参
加
が

　

日
本
人
の
気
質
と
し
て
、
自
分
で
言
っ
た

ら
か
っ
こ
悪
い
、
と
い
う
感
覚
は
あ
る
け
れ

ど
、
エ
シ
カ
ル
な
も
の
づ
く
り
だ
と
言
わ
れ

れ
ば
、
確
か
に
そ
う
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

木
材
は
一
般
に
、
原
木
市
場
→
乾
燥
・
製

材
→
二
次
加
工
→
梱
包
・
流
通
と
、
製
品

に
な
る
ま
で
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
長
い
。

我
々
は
長
年
家
具
製
造
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

あ
る
と
き
、
木
材
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
が

　
木
材
に
関
係
す
る
企
業
活
動
の
視
点
か
ら
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

地
域
材
活
用
の
取
組
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
、
間
伐
材
を
製
品
に
し
て
使
い
た
い
と
い

う
自
治
体
か
ら
の
要
望
で
し
た
が
、
最
近
で

は
、
オ
フ
ィ
ス
に
木
を
使
い
、
従
業
員
等
へ

の
居
心
地
の
良
さ
の
提
供
が
、
会
社
の
企
業

価
値
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
企
業
も

増
え
、
現
在
は
地
域
材
活
用
の
５
割
ほ
ど
が

民
間
か
ら
の
受
注
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
多
く
の
企
業
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
活
動
に
つ
な
が
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
企
業
の
社
会
的
責
任
と
い
う
考
え
方

の
認
知
も
向
上
し
て
き
ま
し
た
が
、
エ
シ
カ

ル
消
費
は
、
ま
さ
に
そ
う
い
っ
た
動
き
の
少

し
先
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

顧
客
の
中
に
も
、
学
校
で
環
境
教
育
を
受
け

た
若
者
を
中
心
に
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
や
エ
シ
カ
ル
消

費
を
意
識
す
る
方
が
少
し
ず
つ
増
え
て
き
て

お
り
、
購
入
を
決
め
る
際
の
後
押
し
に
な
っ

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
部	

部
長　

原
孝
章
氏
）

任
意
の
ル
ー
ル
や
民
間
主
導
の
取
り
組
み
が

数
多
く
登
場
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
強
制
力
は
弱
い
も
の
の
、
自
社

だ
け
で
な
く
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
や
市
場
、
そ

し
て
社
会
を
も
変
え
て
い
く
力
を
持
ち
ま
す
。

弊
社
は
業
界
に
先
駆
け
て
、
独
自
の
「
木
材

調
達
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」に
取
り
組
み
、サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
フ
ェ
ア
ウ
ッ

ド
調
達
の
レ
ベ
ル
を
高
め
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
は
同
時
に
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
や
市
場
の
レ
ベ

ル
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

市
場
へ
の
影
響
力
が
大
き
い
大
企
業
の
責

任
は
、
単
に
先
進
事
例
を
打
ち
出
す
こ
と
に

と
ど
ま
ら
ず
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
や
規
模
を
拡
大

し
て
、
市
場
化
へ
の
道
筋
を
つ
け
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
累
積
２
，８
０
０
棟
を
超
え
た

純
国
産
材
プ
レ
ミ
ア
ム
モ
デ
ル
は
、
ま
さ
に

そ
れ
を
実
現
し
た
例
で
、
国
産
木
材
を
使
う

姿
勢
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
環
境
推
進
部	

部
長　

佐
々
木
正
顕
氏
）

未来に貢献する、木づかい

近年進む、オフィスの “ ナチュラル化 ”。従来、応接
室等を中心に使われた木材だが、近頃は一般のオフィ
ス空間でも、好んで使われるようになりつつある。

（撮影：浅川 敏）

2015 年にはシャーウッド純国産材プレミアムモデルが
ウッドデザイン賞を受賞。

２
０
０
３
年
に
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
を
取
得
し
た
宮
崎
県
諸
塚

村
と
連
携
。
成
長
し
す
ぎ
て
、
し
い
た
け
原
木
に
は
不

適
合
な
ク
ヌ
ギ
材
を
活
用
し
た
家
具
を
製
作
。
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木
材
利
用
拡
大
の
課
題
解
決
に
向
け
た
企
業
連
携
の
取
組

ウ
ッ
ド
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

農
林
中
央
金
庫

　

ウ
ッ
ド
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
Ｗ
Ｓ
Ｎ
）
は
、
農
林
中
央
金
庫
が
事

務
局
と
な
り
、
商
社
、
ゼ
ネ
コ
ン
、
住
宅

メ
ー
カ
ー
な
ど
の
木
材
需
用
者
や
全
国
森
林

組
合
連
合
会
、
製
材
業
者
と
い
っ
た
幅
広

い
木
材
関
連
業
者
の
参
画
を
得
て
、
木
材

利
用
の
拡
大
、
林
業
・
木
材
産
業
全
体
の

発
展
に
向
け
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
（
現

在
、
27
社
・
団
体
が
参
画
）。
人
口
減
少
等

に
伴
い
住
宅
着
工
戸
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る

な
ど
木
材
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
縮
小
す
る
中
で
、

新
た
な
木
材
需
要
を
拡
大
し
、
利
用
を
進
め

る
こ
と
で
、
林
業
の
成
長
産
業
化
を
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
Ｗ

Ｓ
Ｎ
は
木
材
産
業
の
抱
え
る
課
題
を
抽
出
し
、

企
業
や
団
体
が
協
働
し
て
そ
れ
ら
を
解
決
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

農
林
中
央
金
庫
は
、
こ
れ
ま
で
森
林
組
合

を
は
じ
め
と
す
る
供
給
側
（
林
業
）
に
対
す

る
サ
ポ
ー
ト
を
中
心
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
28
年
10
月
に
、
東
京

一
般
社
団
法
人m

ore trees
（
森
林
整
備
の
取
組
を
き
っ
か
け
に
、
各
地
域
と

の
つ
な
が
り
を
育
み
、
様
々
な
木
製
品
を
展
開
）

　

m
ore	trees

で
は
２
０
０
７
年
の
設
立
以

来
、全
国
のm
ore	trees

の
森
を
中
心
に
主
に

間
伐
を
進
め
て
い
ま
す
。当
初
は
森
の
環
境
が

少
し
で
も
良
く
な
れ
ば
と
の
思
い
で
し
た
が
、

う
ま
く
確
立
し
て
い
な
い
、
さ
ら
に
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
現
状
を
認
識
し
て
い
な
い
消

費
者
の
方
が
非
常
に
多
い
と
い
う
日
本
の
状

況
に
気
づ
い
た
ん
で
す
。
一
方
で
、
地
域
材

を
売
り
出
し
た
い
と
悩
ん
で
い
る
地
域
は
た

く
さ
ん
あ
る
。
こ
う
し
た
現
状
を
少
し
で
も

解
消
で
き
れ
ば
と
思
い
、
地
域
の
林
業
や
産

業
、
そ
し
て
お
客
様
と
ち
ゃ
ん
と
つ
な
が
る

あ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
れ
ま
で
森
林
へ
の
興

味
・
関
心
が
薄
か
っ
た
方
に
も
魅
力
が
拡
が
っ

て
い
け
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
事
務
局
長　

水
谷
伸
吉
氏
）

間
伐
を
進
め
る
う
ち
、次
第
に
森
林
整
備
の
み

な
ら
ず
木
材
利
用
に
つ
い
て
も
強
く
意
識
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
う
し
て
林
業
地
の

産
業
の
一
助
に
も
な
る
べ
く
、自
ら
商
品
開
発

や
販
路
開
拓
に
も
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
、現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
背
景
は
色
々
あ
り
つ
つ
も
、
ま
ず

は
製
品
を
手
に
取
っ
た
と
き
に
「
か
わ
い
い
」

「
ほ
し
い
」
と
第
一
印
象
で
思
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
山
側
の
こ

と
、
例
え
ば
林
業
が
抱
え
て
い
る
問
題
や
木

を
も
っ
と
使
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
は
当

然
あ
り
ま
す
が
、
一
般
の
方
に
は
重
く
感
じ

ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
い
た
め
、
製
品
の

第
一
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
、
あ
え
て
出
さ
な
い

よ
う
に
意
識
し
て
い
ま
す
。

　

製
品
を
手
に
取
っ
て
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
い
た
方
が
、
そ
の
木
材
の
由
来
を
考
え
た

と
き
に
、
実
は
そ
の
背
景
に
ス
ト
ー
リ
ー
が

こ
と
を
重
視
し
た
“
森
を
つ
く
る
”
家
具
の

生
産
を
始
め
ま
し
た
。

　

お
財
布
を
開
い
て
モ
ノ
を
買
う
こ
と
は
、

自
分
の
消
費
行
動
で
、
商
品
の
製
造
プ
ロ
セ

ス
や
生
産
さ
れ
た
地
域
な
ど
“
何
か
”
に
一

票
投
じ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
安
く
て
早

い
、
を
追
求
し
た
結
果
と
し
て
何
が
起
き
る

の
か
、
作
る
側
も
、
購
入
す
る
側
も
、
想
像

力
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

（
代
表
取
締
役
社
長　

佐
藤
岳
利
氏
）

構造材利用分科会において見
学を行った岩手県大槌町文化
交流センター「おしゃっち」

　昨年、京都木材会館が農林
水産大臣賞を受賞した、木材
利用優良施設コンクール（主
催：木材利用推進中央協議会）。
今年度は内閣総理大臣賞の創
設が決定し、８月 28 日より、
応募が開始しています（応募
締め切り：９月 28 日）。受賞
者の発表は 11 月の予定です。

内閣総理大臣賞が
創設されました。

国
産
の
針
葉
樹
を
活
用
し
た「
つ
み
き
」や「
ス
ツ
ー
ル
」
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・中大規模木造建築物の普及
・一般流通材を活用した事例紹介
等による施主・設計者の啓発

ウッドソリューション・ネットワークのミッション

各種課題を解決し、木材利用量の増加に貢献する

構造材としての利用促進 内装材としての利用促進 生産現場の理解深化

H31年9月までに、ウッドソリューション・ネットワークが実現したい姿

木材の利用量増加 都市部で木の良さを訴求 森林・林業に対する理解深化

・内装木質化の更なる進展
・需要側、供給側における木の価
値・特性の定義、追求、定着化

・国内林業の活性化
・需要側、供給側の相互理解を通
じた新たな木材価値の創出

大
学
に
お
い
て
「
木
材
利
用
シ
ス
テ
ム
学
寄

付
研
究
部
門
」
の
設
立
を
支
援
し
た
こ
と
と

併
せ
、
Ｗ
Ｓ
Ｎ
を
設
立
し
、
需
要
側
（
木
材

産
業
や
更
に
川
下
の
企
業
群
）
へ
の
働
き
か

け
を
通
じ
た
、
木
材
利
用
拡
大
へ
の
新
し
い

取
組
を
始
め
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、

・ 

木
造
率
の
低
い
中
大
規
模
建
築
に
お
い
て
、

構
造
材
と
し
て
の
木
材
利
用
拡
大
を
進
め

る
分
科
会

・ 

都
市
部
な
ど
に
お
い
て
内
装
材
と
し
て
の

木
材
利
用
拡
大
を
進
め
る
分
科
会

・ 

林
業
の
現
場
と
需
要
側
の
相
互
理
解
を
促

す
た
め
の
分
科
会

の
３
つ
の
分
科
会
を
立
ち
上
げ
、
課
題
解
決

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

特
に
、
内
装
材
の
分
科
会
に
お
い
て
は
、

木
材
を
利
用
す
る
側
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
山
側

を
つ
な
げ
、
木
材
を
活
か
し
た
内
装
デ
ザ
イ

ン
に
挑
戦
す
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
増
え
る
こ

と
を
企
図
し
た「
木
質
空
間
デ
ザ
イ
ン
・
ア
プ

ロ
ー
チ
ブ
ッ
ク
」の
制
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｗ
Ｓ
Ｎ
参
画
企
業
の
オ
フ
ィ
ス
家
具

メ
ー
カ
ー
と
と
も
に
、木
材
を
活
か
し
、か
つ
、

働
き
方
改
革
も
意
識
し
た
、
新
し
い
オ
フ
ィ

ス
の
か
た
ち
を
提
案
す
る
、「
木
製
オ
フ
ィ
ス

家
具
」
の
製
作
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
木
質
空
間
デ
ザ
イ
ン
・
ア
プ
ロ
ー
チ
ブ
ッ

ク
」
は
、
10
月
の
完
成
を
目
指
し
て
お
り
、

10
月
18
日
に
は
お
披
露
目
イ
ベ
ン
ト
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
本
イ
ベ
ン
ト
を
皮
切
り
に
デ

ザ
イ
ナ
ー
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
を
継

続
的
に
行
う
こ
と
も
検
討
中
で

す
。
ま
た
、「
木
製
オ
フ
ィ
ス
家
具
」

に
つ
い
て
は
、
完
成
品
の
展
示
を

10
月
22
日
～
11
月
２
日
の
２
週

間
、東
京
・
大
手
町
Ｊ
Ａ
ビ
ル
１
階

（
東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
１
―

３
―
１
）
に
て
予
定
し
て
い
ま
す
。

家
具
の
製
作
プ
ロ
セ
ス
を
ご
紹
介

す
る
ほ
か
、
実
際
に
木
の
オ
フ
ィ

ス
家
具
の
使
用
体
験
も
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、
Ｗ
Ｓ
Ｎ
は
、
森
林
・

林
業
分
野
に
お
け
る
課
題
解
決
に

向
け
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供

で
き
る
よ
う
、
参
画
企
業
・
団
体

と
と
も
に
知
恵
を
出
し
合
っ
て
こ

れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
今
後
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て

も
、
皆
様
の
お
力
添
え
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

未来に貢献する、木づかい

 
 

 

 

 

 
 

相互理解分科会で実施した山林現場見学の様子 「木質空間デザイン・アプローチブック」制作において取材を
行った㈱ドリーム・アーツの木材を活用したオフィス
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都道
府県 期　間 イベント・取組名 開催地及び会場名 実施主体 問い合わせ先	

（電話番号）

北海道 10月10、11日 木の日パネル展 北海道庁舎内（札幌市） 北海道水産林務部林務局
林業木材課

北海道水産林務部林務局
林業木材課（利用推進グ
ループ）
011-204-5492

青森県 10月13、14日 県産材フェア「森のめ
ぐみ展 inはっち vol.8」

八戸ポータルミュージアム
「はっち」＆八戸まちなか広
場「マチニワ」（八戸市）

三八・上北流域
林業活性化センター

青森県三八地域県民局地
域農林水産部林業振興課
0178-23-3595

岩手県 10月27、28日 気仙スギまつり 大船渡市民体育館
（大船渡市） 気仙地方林業振興協議会

大船渡市農林水産部
農林課
0192-27-3111

山形県 10月13、14日 山形県林業まつり 山形県総合運動公園第2南
駐車場（天童市） 山形県林業まつり実行委員会 023-666-4800

福島県 10月20、21日 第43回福島県林業祭 福島県林業研究センター
（郡山市） 福島県林業祭実行委員会

福島県林業祭実行委員
会（福島県林業振興課内
024-521-7432）

栃木県 10月８日

とちぎ木づかい条例制
定記念とちぎ木づかい
フェス～もくもくまつ
り2018～

栃木県庁県民広場
（宇都宮市）

とちぎ木材フェスティバル
実行委員会

栃木県庁林業木材産業課
028-623-3277

東京都 10月中
都内アンテナショップ
における木づかいイベ
ント

富士の国やまなし館、とっ
とりおかやま新橋館、みや
ざき館KONNE、FUZO（わ
したショップ銀座店内）　
他

各協力自治体等 林野庁木材利用課
03-6744-2298

富山県 10月13日 とやま木と住まいフェ
ア2018

富山県農林水産総合技術セ
ンター木材研究所（射水市）

富山県、
富山県木材組合連合会 076-444-3388

山梨県 10月20、21日 山梨県林業まつり森の
フェスティバル 小瀬スポーツ公園（甲府市）山梨県林業まつり実行委員会

森林環境部
林業振興課内
055-223-1650

長野県 10月６、７日 第8回木育フェスティ
バルイン信州しおじり

塩尻市市民交流センター
（塩尻市）

木育フェスティバル実行委員
会（塩尻商工会議所内）

塩尻商工会議所
0263-52-0258

愛知県 10月20日 18木トピア 桜淵公園（新城市） 木トピア実行委員会 新城市森林課
0536-22-9935

滋賀県 10月13日
山を活かす、山を守
る、山に暮らす交流会
2018

ウッディパル余呉（長浜市）滋賀県
滋賀県琵琶湖環境部
森林政策課交流推進係
077-528-3918

兵庫県 10月７日 第 33回ひょうご木材
フェア

神戸ハーバーランド高浜岸
壁（神戸市） 兵庫県 兵庫県林務課木材利用班

078-362-9224

和歌山
県 10月７日 和歌山の木でつくろう

（木工）
和歌山県植物公園緑化セン
ター（岩出市） 那賀木材協同組合

那賀木材協同組合事務局
（宮本木材）
0736-62-1141

鳥取県
10月13、14日 鳥取県東部地区

木のすまいフェア 鳥取産業体育館（鳥取市）
一般社団法人鳥取県木造住宅
推進協議会

東部実行委員会
0857-30-0278

10月21日 鳥取県中部地区
木のすまいフェア 倉吉駅前（倉吉市） 中央支部

0858-27-0112

香川県 10月６、７日
2018ウッディフェス
ティバル&森とみどり
の祭典

サンメッセ香川（高松市） 香川県木材需要拡大協議会、
香川県 087-881-9343

高知県 10月20、21日
もくもくエコランド
2018　森林環境学習
フェア

高知市中央公園（高知市） 高知県、もくもくエコランド
実行委員会

高知県林業環境政策課　
木の文化担当
088-821-4586

福岡県 10月８日 ウッドフェスタ2018
福岡 福岡市植物園（福岡市） ウッドフェスタ実行委員会

福岡県農林水産部
林業振興課
092-643-3549

鹿児島
県 10月20、21日 第19回

かごしま木材まつり
かごしま県民交流センター
（鹿児島市）

かごしま木材まつり実行委員
会（事務局：（一社）県林材
協会連合会）

県林材協会連合会
099-260-5356

イベント情報

ほかにも全国で多くのイベントが開催されています。
イベント情報ページはこちら！
（http://www.rinya.maff.go.jp/j/riyou/kidukai/event.html）

未来に貢献する、木づかい


